
　大型連休は皆様どの様に過された

のでしょうか？私は孫を連れ家族で

箱根に行き楽しいひと時を過ごしま

した。孫にとっては良い想い出にな

ったと思います。その連休のさなかに世界中は新型イン

フルエンザが蔓延して大変なことになっています。現在

感染しているのが２．０００人以上、死者は４４人とな

っています。今後パンデミック〔地球規模の大流行〕の

状態になってくるのではないかと危惧します。実は昨年

の１１月の議会でタイミングよく新型インフルエンザに

ついて質問をさせていただきました。

　ＷＨＯ〔世界保健機構〕によりますと新型インフルエ

ンザのフェーズ定義概要は、フェーズ３はヒトから新し

いインフルエンザの感染が確認されているが、ヒトから

ヒトへの感染はない。フェーズ４は、ヒトからヒトへの

新しいインフルエンザの感染が確認されているが確認集

団は小さく限られているとの事です。現在はフェーズ５

です。ヒトからヒトへの新しいインフルエンザの感染が

確認され、大きな集団発生が見られる。パンデミック発

生のリスクが高まり非常に恐ろしいことで、国を挙げた

検疫態勢をとって貰いたいものです。５月１日に三島国

際交流協会の総会に出席し世界に蔓延している新型イン

フルエンザの話に触れるのか？興味がありました。また、

決算の発表があり積立金が２．０００万円位ありました。

「生きたお金の使い方をしてもらいたいな！」と勝手に

思い込んでおります。

　今日は１０時より三島市買物袋持参運動推進協議会に

出席。三島市は２０年１０月１５日よりレジ袋無料配布

中止が決まりました。１９年には１５．５％だったのが

２１年３月にはなんと８４．８％になり皆様がＣＯ２削

１．４月２６日　日曜日は米山梅吉記念館春例祭に多数

参加いただきましてありがとうございました。

２．ガバナー事務所より、会員増強について再度お願い

します。

３．本日、例会終了後、Ｂテーブルで理事・役員会を開

催します。

減に力を合わせ貢献しているのが感じられました。ロー

タリアンも環境問題に関心を持ち「マイ箸・マイバック」

を日頃持参していただきたいと思います。

Ｅテーブル会：４月２４日に丸平さんで、次年度会長・

幹事に参加いただき楽しいテーブル会ができました。少

しですがスマイルします。

撮影：山本章君



西原克甫君：４月２９日、環境ボランティア金曜日会主

催の“地球にやさしい街づくり”「第１５回空き缶やタ

バコなどの投げ捨てストップキャンペーン」に内田さん、

石井邦夫さん、山上さん、また石井さんのご友人には、

お忙しい中ご参加いただきありがとうございました。お

かげさまで、市内の中学、高校生５５７名と大人を加えて、

総勢約６００名で無事に実行することが出来ました。ご

参加いただきました方々に重ねて感謝いたします。

矢岸貞夫君：先日のゴルフ同好会コンペ、ご苦労様でした。

次回も頑張ります。よろしくお願いします。

　下記の日程により、２０周年実行委員会を開催します

ので、全会員の皆様のご出席をお願いいたします。

５月２２日（金）第４例会　２０周年実行委員会担当

　　　　　　　　例会　１４：４０まで時間延長

５月２９日（金）第５例会　例会終了後　２０周年実行

　　　　　　　　委員会　１３：３０～１４：３０

６月　５日（金）第１例会　２０周年実行委員会

　　　　　　　　１９：００～２１：３０時間延長

６月　６日（土）臨時例会　２０周年実行委員会

　　　　　　　　１８：３０～２１：３０

６月　７日（日）２０周年記念式典　開催

　　　　　　　　１２：３０集合

　記念誌用に皆様に取材をさせていただいています。ま

とめた原稿をＦＡＸ等でお送りしますので、確認の上ご

返信ください。意にそぐわない文章、オレはもっとまと

もだ、などご意見もあろうかと思います。遠慮せずにご

指摘ください。よろしくお願いします。また、来賓等の

祝辞で、まだいただいていない原稿もあります。至急ご

手配をお願いします。

日　時：平成２１年５月８日（金）

　　　　１３時３０分～１４時

場　所：Ｂテーブル

出席者：大房　澤田　古屋　西原　矢岸　鈴木　中村

　　　　野中　片野　小林　遠藤　中山

欠席者：山梨　兼子　保坂　渡邊　宮澤

オブバーザ：な　し

記録者：中山

司　会：鈴木

■審議事項■

１、タイ自転車贈呈式の件

根津小委員長：今年は９月２１日（月）にチョンボリー

にて贈呈式となります。チョンボリーは、バンコクから

約一時間位のところです。次の日にスリウォンクラブの

例会に出席して帰国しますと９月２０日から２３日日ま

での予定となります。・・・承認

２、古屋理事：ＩＭのＤＶＤを山本　章会員がだいぶ頑

張った値段で作成してくれましたので皆が見て感想や御

礼を言って貰いたい。

　世界社会奉仕小委員会より、“水、保健と飢餓救済、

識字率向上”を共通のテーマとして相手のニーズにあっ

た国際奉仕活動をしてほしいという要望があった。具体

的内容の一つとして当クラブのタイ放置自転車贈呈事業

が紹介された。会場からは周年事業として学校建設にお

金の援助をしたがうまくいかなかった失敗例なども紹介

された。事業を行うにあたりロータリー財団のマッチン

ググラントの活用が推奨された。（助成金の申請締め切

りは１１月７日 （土）の地区大会まで）
　青少年交換小委員会より青少年交換プログラムを実行

してほしいという依頼があった。日本では実行される件

数が減少中ということであった。問題点は３年計画であ

ること。費用が１５０－１８０万円かかること。留学す

る高校生はほとんどの場合１年間留年になること。海外

からの交換留学生を受け入れるホストファミリーが少な

いことがあげられた。利点としては語学力が向上するこ

とがあげられた。

米山記念奨学会事業と学友会の説明がなされた。

１． 米山記念奨学会事業とは、全国のロータリアンの寄
付金を財源として、日本で学ぶ私費外国人留学生に奨学

金を支給し、支援する国際奨学事業です。

２． 学友会とは、奨学期間を終了した米山学友（元米山
記念奨学生）と現役奨学生によって組織される会です。


